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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
・
ご
家
族
の

皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
吉
川
さ
お
り
の

四
選
勝
利
に
向
け
、
会
の
総

力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
多
く
の
会
員
と

き
ま
し
た
会
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
月
に
開
催
し
ま
し
た
第
二

十
七
回
総
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
の

組
織
運
営
に
つ
い
て
以
下
三
点
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
１
．「
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
は

地
区
協
に
あ
り
」
を
基
本
と

し
た
組
織
運
営
を
行
う
。

　
２
．
今
後
ま
す
ま
す
会
員
減
少
が

進
む
中
で
、
ど
の
よ
う
な
組

織
運
営
を
行
う
か
を
数
年
か

け
検
討
を
進
め
る
。

　
３
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組

み
強
化
と
中
小
規
模
地
区
協

対
策
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
兼

務
す
る
女
性
副
会
長
を
選
出

し
、
運
動
の
前
進
を
図
る
。

　
今
年
の
私
た
ち
の
活
動
は
、
総
会

で
課
題
の
共
有
化
を
図
っ
た
点
に
つ

い
て
、
具
体
化
な
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
会
員
数
の
ピ
ー
ク（
六
月
末
）は
、

二
〇
二
〇
年
二
千
五
百
三
十
一
人
で

し
た
。
二
〇
二
五
年
二
千
三
百
五
十

八
人
と
五
年
連
続
減
少
で
百
七
十
三

名
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
現
役
組

合
員
の
退
職
予
定
者
数
は
、
毎
年
三

十
名
前
後
と
予
想
さ
れ
、
退
職
者
の

会
の
自
然
減
を
補
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
会
の
年
齢
構
成
は
、
八
十
歳
以
上

七
百
七
十
三
人
、
全
会
員
の
三
十

三
％
、
七
十
歳
以
下
の
会
員
は
三
百

五
十
六
人
で
全
体
の
十
五
％
で
す
。

平
均
年
齢
は
七
十
七
・
二
歳
と
な
り

ま
す
。

　
現
在
の
退
職
者
の
会
役
員
は
、
多

く
の
退
職
者
が
い
た
時
代
の
方
々
に

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
の
退
職
者
の
会
を
担
っ
て
い
た

だ
く
方
々
は
、
小
人
数
で
多
く
の
高

齢
者
を
抱
え
た
組
織
運
営
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
運
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今

後
の
組
織
の
在
り
方
や
運
動
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
組
織
全
体
で
意
見
交

換
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
私
た

ち
高
齢
者
の
生
き
る
拠
り
所
と
な
る

組
織
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
二
〇
二
六
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

ご
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力

の
も
と
見
事

当
選
を
果
た

す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ご
支
援
を
頂

2026

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

立憲民主党
参議院議員

NTT労組組織内
吉川さおり

立憲民主党
参議院議員

NTT労組組織内
石橋みちひろ

立憲民主党
衆議院議員

NTT労組組織内
岡本あき子

福島県議会議員
NTT労組組織重点
立憲民主党副代表
古市　三久

将来にわたって私たち高齢者の将来にわたって私たち高齢者の
拠り所となる組織をつくろう！拠り所となる組織をつくろう！
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第
二
十
七
回
総
会
が
、
十
月
二
十
七
日

（
月
）、
ラ
コ
パ
ふ
く
し
ま
で
開
か
れ
、
代

議
員・来
賓・

傍
聴
を
含

め
、
総
勢
七

十
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
一
年

の
取
り
組
み

と
、
二
〇
二

五
年
の
方
針

を
決
定
し
ま

し
た
。
議
事

に
先
立
ち
、

司
会
の
石
本

副
会
長
の
発

声
で
、
昨
年

七
月
か
ら
本

日
ま
で
亡
く

な
ら
れ
た
会

員
に
対
し
ご

冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。

　
総
会
議
長
に
い
わ
き
地
区
協
の
水

野
副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
伏
見

会
長
は
、
①
第
二
十
七
回
参
議
院
選

挙
結
果
、
②
会
員
減
少
が
進
む
中
で

の
地
区
協
活
動
の
あ
り
方
、
③
女
性

の
活
動
を
広
げ
る
場
と
し
て
「
女
性

の
会
」
設
置
、
④
新
た
な
交
付
金
を

予
算
化
、
⑤
退
職
者
連
合
の
取
り
組

み
、
⑥
政
局
に
つ
い
て
等
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
中
央
協
議
会
の
中
野
副

会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
挨
拶
に
立
っ
た
グ
ル
ー
プ
連

絡
会
須
田
会
長
は
、
①
常
日
頃
に
お

け
る
現
・
退
一
致
へ
の
運
動
へ
の
支

援
・
協
力
に
感
謝
、
②
七
月
に
行
わ

れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
へ
の
御
礼
等

連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
来
賓
各
位
か
ら
、
総
会
の

成
功
を
祈
念
す
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
七
月
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
、
四
選
目
の
当
選
を
果
た

し
た
「
吉
川
さ
お
り
」
参
議
院
議
員

か
ら
、
退
職
者
の
会
の
支
援
に
対
す

る
御
礼
の
言
葉
と
、
総
会
の
成
功
を

祈
念
す
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
長
か
ら
各
種
議

案
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
永
年
役
員
の
表
彰
が
あ

り
、
い
わ
き
地
区
協
の
鈴
木
俊
寿
会

挨拶する伏見会長提案する菅野事務局長 ４選を果たした吉川さおり議員の挨拶

左から永年役員表彰を受けた鈴木（俊）、岡本、
鈴木（茂）の皆さん

長
、
南
相
馬
地
区
協
の
岡
本
清
義
副

会
長
と
鈴
木
茂
事
務
局
長
の
三
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新副会長に選出された
星 久美子さん

11月18日　会津地区協議会　ホテルいづみや　47名参加

11月21日　郡山地区協議会　NTT郡山支店　47名参加11月17日　福島地区協議会　グリーンパレス　68名参加

　
最
後
に
、
次
年
度
に
新
た
な
役
員

と
し
て
副
会
長
の
任
に
就
く
、
須
賀

川
地
区
協
の
星
久
美
子
会
長
が
、
満

場
一
致
の
拍
手
で
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
終
了
後
、
開
催
さ
れ
た
佐
々

木
廣
充
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
「
相
続

に
つ
い
て
」の
勉
強
会
に
は
、現
職・

退
職
者
の
会
員
六
十
三
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

今年も元気に　　　　ガンバロー！

地区協議会総会報告

第
二
十
七
回
福
島
県
支
部
協
総
会
報
告

新
年
度
の
方
針
決
ま
る

新
年
度
の
方
針
決
ま
る

県 協 ニ ュ ー ス （2）



第50号2026年１月発行

　鈴木事務局長が、本多さん
にお会いし、インタビューを
お願いしました。
【�問】いつもお世話になってお
ります。来年は、年女として
新年を迎えますが、新年を迎
えるにあたって抱負などお聞
かせください。

【�答】６回目の年
女です。まずは、
家族（子供、孫）
が健康で過ごす
ことです。友人
や仲間を大切に
し、趣味、スポー
ツを楽しみなが
ら元気に過ごしたいと思います。
【�問】これまでの人生を振り返ってみていかがですか。
【�答】予想だにしなかった辛い別れがありました。

それでも子供に守
られ、孫、愛犬シュ
シュに元気をも
らっています。そ
して、NTTで大事
な仲間に出会った
ことが大きな財産となりました。
【�問】今、熱中していること。日常的に行っている
ことや趣味などお聞かせください。
【�答】週２回のグラウンド・ゴルフを楽しんでいま
す。半数がNTT 0Bで結成されている45名程の
クラブです。趣味は絵手紙です。始めてから10
年になります。最近では描くよりもおしゃべりを
するために来られる方もおります。どちらも気軽
にワイワイと楽しくしております。
【�問】今後はどんなことに取り組んでいかれますか。
【�答】健康でいる為に仲間と楽しみながら、心と体
を大事にしたいと思っています。地域の高齢者の
方の見守りやサロンを続けていきたいと思いま
す。それらを続ける中で地域に貢献していきたい
と思います。
★本日はお忙しい中お時間をいただきまして有り難う
ございました。健康に留意され、益々のご活躍を
祈念しております。

　紺野事務局長が上
野さん宅を訪問し、
インタビューを行って
きました。
【�問】今年で何歳に
なりますか。

【�答】1930年（昭和５年）９月生まれです。今年96
歳になります。
【�問】健康の秘訣は、何ですか。
【�答】毎晩、70mlのウィスキーを氷と水で薄めて飲
むこと。また、今まで、薬を飲んだことがないのが
自慢でもあります。
　　それから、足腰強化のため、昔は30分散歩して
いましたが、今は15分ほど歩いています。ゆっくり
なので、何メータかはわかりませんが…

【�問】熱中していることは何ですか。
【�答】本を読むこと。今、特に藤沢周平の生き方につ
いての本や、池波正太郎の【浮沈】など読むことに
熱中していること。それから、夜中の３時の深夜放

送【日本の懐かしい曲】を聞くことも楽しみのひと
つです。
【�問】地域の仲間とやっていることは何ですか。
【�答】やっていません。夫婦水入らずです。
【�問】今後やってみたい事は何ですか。
【�答】そんなことは、考えていないです。当たり前のこ
とですが、夫婦２人暮らせればそれでヨシです。
【�問】年男迎える本年をどのように過ごしたいですか。
【�答】病気かからないように、毎晩、美味しいウィス
キーが飲めるように過ごしていきたい。
【�問】今後の人生をどう生きていきたいですか。
【�答】健康が１番です。毎日３度の食事が食べられる
こと。お医者さんにかからな
いこと。
【�問】買い物は、どうしていま
すか。
【�答】夫婦２人で生活しており、
週１回、長男が近くにいるの
で、女房が買い物に行きます。
★最後になりますが、上野さ
ん本人は耳が聞こえにくい
ので、早口の私の声が聞きづらかったようですが、
ご丁寧に回答して頂き有難うございました。これか
らも健康で、夫婦仲良くしてください。

趣味を生かして地域貢献趣味を生かして地域貢献

読書と散歩とウィスキーで元気！読書と散歩とウィスキーで元気！

南相馬地区協議会　本多ゆう子

須賀川地区協議会　上野　満男
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■年齢は大正15年生まれ、
令和７年８月で99歳にな
りました。
■何か体に良いことと言え
ば、高齢者健康維持の３
条件は①筋力、②柔軟
性、③心肺能力であり、
このことを常に意識して
生活しています。
■肉体は食べ物で作られる

ことを考えると、好き嫌いは意識せず何でも食べ
ることにしています。
■昭和20年高等通信講習所に入所、卒業後の配属
先は福島郵便局。昭和24年福島電気通信部へ配
属となりました。
　昭和57年福島電気通信部付けで退職し、「しんは
ま会館」開設業務に携わりました。昭和58年支配
人となり、平成６年に退職しました。
■平成５年厚労省所管（財）健康生きがいづくりアド

バイザーとして10年間普及講演活動で奔走しまし
た。
■町内会活動は昭和61年から平成14年まで携わり、
地域活動の重要性を学びました。
■昭和60年にはサンライフダンス愛好会を組織し、
会長に就任しました。
■趣味としては短歌、俳句、川柳、書道、古典文学
研究、歴史研究、音楽鑑賞と幅広く取り組み、福
島市民エール川柳大会では「金賞」を受賞しました。
“老いひとり 我を褒めたり 叱ったり”
■長生きの秘訣は「いくつまで生きたいのか」の目標
を持つことです。その目標は①本能的な欲求、②
金銭欲求、③社会的な欲求です。これらの欲求は
困難に遭遇した時にその困難を乗り越える力を発
揮します。
■後輩の皆さんには家族を大事にしてほしいと申し上
げたい。特に奥様に対しては、日頃の感謝の気持
をきちんと声に出して伝えてほしい。
★斎藤修一事務局長がご自宅を訪問しました。素晴
らしい人生訓を拝聴し、私達に良いお手本を示し
て頂いたことに感銘を受け、逆に励まされました。
これからもどうかお元気にお過しください。有難う
ございました。

　白寿を迎えた二本松市
内に住む斎藤カツさん宅を
訪ね、お話を伺いました。
　現在、同居している息子
さん夫妻も同席され、共に
色 と々お話を聞く事ができ
ました。

　家族みんなで日常生活を大事にしている様子を伺
い、健康で長生きするヒントが、ここにあるように思
われました。
■就寝は９時・起床は７時と規則正しい生活
■３食、好き嫌いなく食べ、食
後にヤクルト・オロナミン・牛
乳のいずれかを飲みます。
■退職後に始めたという数々の
趣味はすばらしい腕前、自作
の木目込み人形・絵手紙等を
部屋に飾られ、俳句は80歳
時に自費出版されています。

■今の楽しみの一つは、お孫さんがプリントアウトし
てくれる２枚のドリル（脳トレ）を毎日行い採点して
もらう事。また、大の相撲ファンです。
■電話局時代に自動運用課に所属し、東和交換所の
データ撮影後に花見ができた事や、仕事に行った
時にお見合い話をされた事（笑）等エピソードを伺
いました。
■家族の方から、家でちょっとした事から転び大腿
骨骨折をし、手術後リハビリを頑張り、前より機能
回復している事は驚きでした。昔から身体が強く、
今も食欲旺盛です。夫を早く亡くし、若い頃苦労し
た分、人生後半は楽しんで過ごしてほしいです。本
人が施設を希望していないので、今後もみんなで
頑張りたいですと伺いました。
■最後に、和やかな雰囲気でのインタビュー取材とな
り、ご協力を頂き有
難うございました。
　カツさんが息子さん
夫婦や孫さんにとて
も大切にされている
様子が伝わってきま
した。素敵な気持ちを沢山いただき、有難うござ
いました。

❖ 体と心を動かす生活を ❖

❖ 多趣味で充実した毎日 ❖

福島地区協議会　斎藤　英男

二本松地区協議会　斎藤　カツ

この人にスポット
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私
の
生
き
が
い

私
の
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

私
の
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　

福
島
地
区
協
議
会

佐
久
間　

好
治　

　
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
木
彫
り
鳥
の

こ
と
、
鳥
の
偽
物
で
す
。
通
称
（
デ
ゴ

イ
）。

　
今
、
作
成
し
て
い
る
鳥
は
、「
ト
ラ
ツ

グ
ミ
」
で
す
。
こ
の
鳥
は
体
色
が
茶
色
・

黒
・
白
の
三
色
で
、
ト
ラ
の
模
様
の
ツ
グ

ミ
を
作
成
中
で
す
。

　
最
初
の
作
業
は
、
最
低
三
方
向
か
ら
の

下
絵
を
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て

書
い
て
い
ま
す
。

　
背
中
の
写
真
や
正
面
か
ら
の
物
を
探
し

出
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
お
お
よ

そ
の
な
り
で
書
き
上
げ
ま
す
。
こ
れ
が
出

来
れ
ば
彫
り
工
程
に
移
り
ま
す
。

　
自
己
満
足
の
世
界
な
の
で
、
似
て
い
る

か
似
て
い
な

い
か
は
別
と

し
て
、
愛
お

し
い
作
品
に

な
り
ま
す
。

　
現
在
は
ま

だ
下
地
の
白

で
す
。
胸
の

虎
模
様
が
難

し
く
手
が
出

ま
せ
ん
。

　
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
鳴
く
頃
ま
で
に
は
完
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
ヌ
エ
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
金
田
一
耕
助
の
悪
霊
島
で
「
鵺
の
鳴

く
夜
は
恐
ろ
し
い
」
で
有
名
な
ヌ
エ
で

す
。

　
作
成
中
は
夢
中
に
な
り
、
昼
ご
飯
を
忘

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
有
り
ま
す
。

　
妻
か
ら
「
ご
飯
食
べ
て
な
い
の
」
の
声

か
か
る
。

　
鵺
の
声 
居
間
か
ら
の
こ
え 

恐
ろ
し
い

農
作
業
は
苦
労
の
連
続
！

農
作
業
は
苦
労
の
連
続
！

　
　
　
　
　

会
津
地
区
協
議
会

鈴
木　

寿
彦　

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
早
八
年
、
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
気
が
す
る
。
現
役
時
代

は
組
合
の
役
員
を
や
っ
て
い
た
り
、
地
区

の
役
員
も

や
っ
た
り

も
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
家

は
農
業
を

し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
繁
忙
時
期
に
は
休
み
を
取
っ

て
家
業
を
手
伝
い
、
何
か
と
忙
し
か
っ
た

記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
退
職
後
、
父

が
病
気
を
患
い
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
こ
と
か
ら
、
米
作
り
、
野
菜
作
り
を
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
農
業

は
苦
労
も
多
く
て
、『
生
き
て
い
る
う
ち

に
色
々
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
』
と

思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
近
年
は
筋
力
も

落
ち
、
農
機
具
は
動
か
せ
て
も
力
作
業
は

半
日
が
精
一
杯
、
三
十
キ
ロ
の
米
も
重
い

と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
米
作
り
、
野
菜
作
り
は
毎
年
同
じ
く
出

来
る
も
の
で
は
な
く
、
天
候
・
病
気
・
虫

害
等
で
毎
年
違
い
ま
す
。
我
が
家
で
は
、

今
年
は
玉
葱
が
病
気
で
全
滅
、
ト
マ
ト
は

一
段
目
の
み
収
穫
で
き
、
後
は
ほ
ぼ
全

滅
、
野
菜
作
り
の
難
し
さ
を
感
じ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
更
に
米
も
今
年
は
あ

ま
り
採
れ
ず
、
肥
料
や
農
薬
代
の
高
騰
で

厳
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
世
間
で
は

米
の
高
騰
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
米
作
り
が
ど
う
な
る
の
か
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

民
謡
普
及
に
奔
走

民
謡
普
及
に
奔
走

　
　
　
　
　

い
わ
き
地
区
協
議
会

會
川　

和
美　

　
昭
和
五

十
三
年
、

職
場
の
仲

間
の
結
婚

祝
い
を
実

行
委
員
会

で
行
っ
た

と
き
、
責
任
と
し
て
祝
い
唄
を
命
じ
ら

れ
、
楽
器
店
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
購
入

し
、
そ
の
中
の
一
曲
を
猛
練
習
し
て
披
露

し
ま
し
た
。
二
百
人
近
く
の
出
席
者
の
中

で
、
鈴
木
久
さ
ん
だ
け
が
お
世
辞
で
上
手

と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　
十
曲
の
祝
い
唄
が
入
っ
て
い
て
、
こ
の

ま
ま
捨
て
る
の
も
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
、
全
て
覚
え
て
み
ま
し
た
。
歌
謡
曲
と

民
謡
の
混
ざ
っ
た
も
の
で
、
民
謡
の
部
分

が
気
に
入
り
、
口
ず
さ
ん
で
い
る
う
ち
に

知
人
か
ら
サ
ー
ク
ル
に
誘
わ
れ
、
何
時
し

か
本
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
民
謡
は
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
仕
事
唄
、
祝
い
唄
等
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
、
又
、
伴
奏
の
た
め
の
三
味
線
・

尺
八
等
の
和
楽
器
の
音
も
良
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
間
四
十
五
年
以
上
に
な
り
、
年
功

序
列
的
に
い
わ
き
市
内
の
民
謡
の
会
の
会

長
、
い
わ
き
市
内
の
三
百
五
十
団
体
、
四

県 協 ニ ュ ー ス（5）
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千
二
百
名
の
文
化
団
体
の
会
長
も
仰
せ
つ

か
っ
て
文
化
祭
り
な
ど
を
主
催
し
、
市
民

文
化
祭
等
い
わ
き
市
行
事
の
中
心
と
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
足
跡

を
残
す
べ
く
地
元
「
い
わ
き
の
民
謡
」
三

十
七
曲
を
レ

コ
ー
デ
ィ
ン

グ
し
最
終
校

正
段
階
に
あ

り
、
本
年
末

に
は
完
成
の

予
定
で
す
。

　
趣
味
の
多
様
化・少
子
高
齢
化
が
進
み
、

民
謡
に
親
し
む
人
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
残
さ
れ
た
時
間
を
声
の
続
く
限
り

頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

初
め
て
の
バ
ス
旅
行

　
　
　
　
存
分
に
楽
し
む

�

郡
山
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

�

事
務
局
長　

山
ノ
井
茂
喜

　
郡
山
地
区
協
と
し
て
結
成
以
来
、
初
め

て
の
バ
ス
に
よ
る
日
帰
り
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。

　
七
時
四
十
五
分
、
四
十
二
名
を
乗
せ
た

大
型
バ
ス
で
Ｒ
二
八
八
で
双
葉
町
原
子
力

災
害
伝
承
館
に
。
目
玉
の
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
は
故
障
の
た
め
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、

迫
力
あ
る
映
像
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
晴
風
荘

（
相
馬
岩
の

子
）
十
二
時

到
着
。
最
大

の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
昼
食

懇
親
会
。

さ
っ
そ
く
乾

杯
！
豪
華
な

料
理
と
カ
ラ

オ
ケ
を
堪
能

し
、
大
宴
会

で
楽
し
み
ま

し
た
。
浜
の

駅
松
川
浦
、

イ
ン
ド
ア
競
技
大
会
で
奮
闘

�

三
春
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

�

事
務
局
長　

青
柳　

幸
治

　
十
月
一
日
、
十
三
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
優
勝
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
新
規

に
モ
ル
ッ
ク
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
一
～

十
二
ま
で
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
十

二
本
の
棒
（
ス
キ
ッ
ト
ル
）
を
立
て
て
、

モ
ル
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
棒
を
投
げ
、
ス

キ
ッ
ト
ル
を
倒
し
て
点
数
を
競
い
ま
す
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
と
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
終
了
時

点
で
四
チ
ー
ム
が
並
び
ま
し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
で
四
チ
ー
ム
順
番
に
投
げ

て
、
チ
ー
ム
合
計
五
十
点
を
目
指
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
二
試
合
行
い
ま
し
た
の
で
、
Ｂ
と
Ｃ

チ
ー
ム
が
勝
っ
て
再
度
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

で
勝
敗
を
決
し
て
も
ら
い
、
結
果
は
Ｂ

チ
ー
ム
（
佐
藤
久
美
さ
ん
、
渡
辺
経
子
さ

ん
、
安
藤
惣
一

さ
ん
）
が
十
八

対
十
四
で
優
勝

に
輝
き
ま
し

た
。

　
三
人
と
も
甘

い
優
勝
賞
品

（
く
だ
も
の
）

を
貰
っ
て
す
ご

く
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

地
区
協
だ
よ
り

そ
し
て
道
の
駅
ふ
く
し
ま
を

経
由
し
て
、
無
事
十
八
時
に

帰
着
。
良
か
っ
た
良
か
っ
た

楽
し
か
っ
た
！
ぜ
ひ
来
年
度

も
開
催
し
て
と
い
う
皆
さ
ん

か
ら
感
想
要
望
が
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
合
っ

た
日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
で
し

た
。

　
十
一
月
五
日（
水
）秋
晴
・

快
晴
・
紅
葉
ば
っ
ち
り
で
し

た
。

県 協 ニ ュ ー ス （6）



第50号2026年１月発行

国
宝
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

と
小
江
戸
川
越
街
並
み

散
策
の
旅

�

い
わ
き
地
区
協
議
会　
　
　
　

�
副
会
長　

磯
崎
セ
ツ
子

　
去
る
、
十
一
月
六
日
に
い
わ
き
地
区
協

恒
例
の
日
帰
り
旅
行
が
実
施
さ
れ
、
総
勢

三
十
三
名
で
日
本
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
と

称
さ
れ
る
、
国
宝
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

と
、
時
の
鐘
で
有
名
な
小
江
戸
川
越
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
迎
賓
館
は
前
回
賓
客
が
あ
り
、
急
遽
休

館
で
行
け
な
か
っ
た
場
所
で
あ
り
、
今
回

は
リ
ベ
ン
ジ
で
す
。

　
最
初
に
迎
賓
館
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

首
都
高
で
渋
滞
に
は
ま
り
、
遅
れ
て
到
着

し
ま
し
た
。

　
先
ず
、
噴
水
の
あ
る
主
庭
か
ら
見
学

し
、
創
建
当
初
か
ら
あ
る
青
銅
製
で
、
国

宝
の
噴
水
の
力
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
周
り
を
彩
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
も
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
、
日
本
で
唯
一
の

ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
本
館
に
入
り
ま

し
た
。
私
は
二
度
目
で
し
た
が
、
今
回
も

美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
、
別
世
界
を
感
じ

ま
し
た
。

　
天
井
画
が
素
晴
ら
し
い
「
朝
日
の
間
」

「
羽
衣
の
間
」、
草
花
や
鳥
が
描
か
れ
た
七

宝
焼
が
壁
に
飾
ら
れ
た
「
花
鳥
の
間
」、

各
部
屋
に
は
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
あ

り
、
特
に
「
羽
衣
の
間
」
に
は
最
も
大
き

い
も
の
が
三
基
備
え
て
あ
り
圧
巻
で
す
。

　
少
女
時
代
に
戻
り
プ
リ
ン
セ
ス
に
な
っ

た
よ
う
な
気
分
で
す
。
最
後
に
、
重
厚
な

正
門
を
バ
ッ
ク
に
記
念
の
集
合
写
真
を
撮

り
、
迎
賓
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
次
に
川
越
に
向
か
い
、
街
中
に
入
る
前

に
、
遅
い
昼
食
川
越
名
物
上
う
な
重
を
頂

き
ま
し
た
。
ふ
っ
く
ら
し
て
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
時
の
鐘
や
蔵

造
り
の
街
並
み
を
そ
れ
ぞ
れ
散
策
し
ま
し

た
。
こ
こ
も
外
国
人
が
多
く
、
日
本
人
で

は
な
い
若
い
男
女
の
グ
ル
ー
プ
が
、
着
物

を
上
手
に
着
こ
な
し
て
い
る
姿
に
は
驚
き

ま
し
た
。
当
初
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
降
る
こ
と
も
な
く
、
全
て
の
行
程
を
無

事
に
終
え
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
大
切
な
こ
と
に
「
三

べ
る
」
が
あ
る
そ
う
で
す
。
一
は
食
べ
る

（
食
事
）、
二
は
喋
る
（
話
す
）、
三
は
ト

ラ
ベ
ル
（
旅
行
）
で
す
。
旅
行
は
歳
を
重

ね
る
と
色
々
身
体
に
不
都
合
が
出
て
き
て

な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で

も
、
家
族
や
友
人
達
と
旅
を
す
る
こ
と
で

大
い
に
楽
し
み
、
笑
顔
の
想
い
出
づ
く
り

を
し
て
み
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

《
独
り
言
》

　
ち
な
み
に

集
合
写
真
に

は
私
だ
け

写
っ
て
い
ま

せ
ん
。
何
故

な
ら
お
花
摘

み
？
に
行
っ

て
ま
し
た
の

で
…
残
念
？

筆者の磯崎さん（左側）

無料法律相談を利用しましょう
希望される方は事前に下記の県支部協
に予約をお願いします。
電話：024－534－1144

NTT労組顧問弁護士の
佐々木廣充さんが対応し
ます。遠方の方はお電話
でも相談出来ますので、
お申し出ください。

電通共済生協からお知らせです
　電通生協等掛金３回未収者の運用が変更になります。今
年度は、11月に引き落とし出来なかった組合員に対し、12
月に掛金支払い案内が発送されます。（同様に12月未納者は
１月に）
　２月に引き落とし出来なかった方の自宅へ「契約失効通
知」が送付されます。
　なお、未収者リストに基づき、１月に電話連絡いたします。
　口座の残高の確認をお願いします。
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感謝を込めて　古希・喜寿・米寿の御祝
「古希・喜寿・米寿」を迎えられた皆様に、心からお祝い申し上げます
――７月――
【古　希】

❖福　島　阿部　　厚
　　　　　菅野　剛夫
　　　　　齋藤　洋子
　　　　　菅原　敏幸
　　　　　本多　保一
❖二本松　熊谷　通隆
　　　　　渡辺　栄二
❖郡　山　大野　博之
　　　　　水野　栄次
❖会　津　石村　吉男
❖いわき　小林　博子

【喜　寿】
❖福　島　菊田　政信
　　　　　横田　年生
❖二本松　菅野　幸子
❖郡　山　植田　富好
　　　　　保科　一男
　　　　　舞木　洋子
❖須賀川　渡辺　喜市
❖会　津　遠藤　政儀
❖いわき　加澤美江子
　　　　　金成　陽子
❖南相馬　竹島　　泉

【米　寿】
❖郡　山　朝倉　照子

――８月――
【古　希】

❖福　島　三瓶　弘成
❖会　津　渡部　　淳
❖いわき　能松　宜子

【喜　寿】
❖須賀川　佐藤　恵子
❖白　河　井田　光男
　　　　　鈴木　正市
❖三　春　山崎　俶子
❖会　津　土橋　正幸
❖いわき　小野いみ子
　　　　　工藤　朝明
　　　　　坂本　　守
　　　　　柴崎　好信

❖南相馬　岡田善二郎
【米　寿】

❖二本松　菅原ノリ子
❖須賀川　山ノ内キチ
❖いわき　大須賀昌雄
　　　　　横田登喜子

――９月――
【古　希】

❖郡　山　斎藤　信行
　　　　　佐藤　博志
❖白　河　釜田　正之
❖会　津　越智　良一
　　　　　舘山　良文
❖南相馬　千葉　　實

【喜　寿】
❖福　島　安孫子洋子
　　　　　遠藤　文専
❖二本松　佐藤ヒサ子
❖郡　山　千葉　好博
　　　　　橋本　芳子
　　　　　山田　幸雄
❖須賀川　橋本　健二
❖石　川　真弓　利子
❖会　津　安西　久子
❖いわき　賀澤ケイ子
　　　　　鮏川　正夫
　　　　　富澤　文博

【米　寿】
❖福　島　伊藤　　守
❖郡　山　関根　フキ
❖いわき　斎藤　廣子

――10月――
【古　希】

❖二本松　橘　　　仁

❖郡　山　大川原敏幸
　　　　　真壁　明夫
❖会　津　栗城　英晴
　　　　　吉川　隆司
❖いわき　若松　泰一

【喜　寿】
❖福　島　加藤　政子
　　　　　遠藤　節子
　　　　　遠藤ひろ子
❖二本松　田中　政実
❖郡　山　近内　久子
　　　　　佐藤　光正
　　　　　古川　純子
　　　　　松本トミ子
❖会　津　大竹　芳江
　　　　　鈴木　秀人
　　　　　新田美津子
　　　　　星　総一郎
❖いわき　鈴木　和房
　　　　　中野　文男
　　　　　古市　博美
　　　　　古市　三久
❖相　馬　阿部　勝善

【米　寿】
❖石　川　大楽ミツ子

――11月――
【古　希】

❖福　島　小山　智子
　　　　　渡辺　利明
❖郡　山　鈴木　吉仲
❖会　津　菅家　国男
❖いわき　吉田　英一

【喜　寿】
❖福　島　阿部　義則
　　　　　五十嵐　進
　　　　　尾崎　徳壽
　　　　　菅野　久子
　　　　　須藤　盛夫
　　　　　柴田　　哲
　　　　　丹治　貞夫
❖二本松　土田　喜作
❖郡　山　荒川　和久
　　　　　尾久　勝夫
　　　　　渡辺　恵子

❖白　河　松川　紀子
❖会　津　小松　順二
　　　　　平野　　啓
　　　　　星　久美子
　　　　　渡部　陽子
❖いわき　鈴木　俊寿
　　　　　服部　聖司
　　　　　渡辺富美男
　　　　　渡邊三起子

【米　寿】
❖郡　山　山田　京子
❖三　春　大関ヨシ子
❖会　津　木村　玲子
❖いわき　手島ムツミ

――12月――
【古　希】

❖福　島　牛坂　好孝
　　　　　斉藤　正弘
　　　　　高橋　徳男
　　　　　本田　幸一
❖白　河　六車　昌子
❖石　川　鈴木　久男
❖三　春　青柳　幸治
❖会　津　木村　一雄
❖いわき　松本　伸一
　　　　　水野　幸彦

【喜　寿】
❖福　島　佐藤美知子
　　　　　高橋　　修
❖郡　山　佐藤恵美子
　　　　　田部　一康
　　　　　野川　賢二
❖白　河　佐藤　洋子
❖会　津　小坂　政敏
❖いわき　草野　　栄
　　　　　松田　栄一
❖相　馬　篠山三枝子

【米　寿】
❖福　島　佐藤　勝子
　　　　　佐藤日出子
❖二本松　大島　陽子
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